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(57)【要約】
【課題】高さを高くしなくても容易にシャフトの押圧ス
トロークを長くできる回転式電子部品を提供する。
【解決手段】ケース１０，１５０内に回転自在に回転体
８０を収納する。シャフト１１０の下部を回転体８０の
シャフト軸支穴８５に挿入する。シャフト１１０の下部
外周に設けた係合部１１７を、シャフト軸支穴８５内周
面の上下にわたって設けた上下方向ガイド溝８９に挿入
してシャフト軸支穴８５の下部に露出させて所定角度回
転し、さらにシャフト軸支穴８５内周面に設けた終端付
上下方向ガイド溝９１に係合部１１７を上向きに挿入す
ることによって、シャフト１１０を回転体８０と一体に
回転自在且つ回転体８０内で所定ストローク上下動自在
に取り付ける。回転体８０に、シャフト１１０の係合部
１１７が終端付上下方向ガイド溝９１から下方に向けて
露出した際に上下方向ガイド溝８９側に向かって反転す
るのを阻止する回転防止部１００を設ける。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケースと、前記ケース内に回転自在に収納される回転体と、下部が前記回転体に設けた
シャフト軸支穴に取り付けられ上部が前記ケース上面から突出するシャフトとを具備し、
　前記シャフト下部の外周に設けた係合部を、前記回転体のシャフト軸支穴内周面の上下
にわたって設けた上下方向ガイド溝にシャフト軸支穴の上部から挿入してシャフト軸支穴
の下部に露出させて所定角度回転し、さらに前記回転体のシャフト軸支穴内周面に設けた
終端付上下方向ガイド溝に前記係合部を上向きに挿入することによって、前記シャフトを
回転体と一体に回転自在且つ回転体内で所定ストローク上下動自在となるように取り付け
てなる回転式電子部品において、
　前記回転体には、前記シャフトの係合部が前記終端付上下方向ガイド溝から下方に向け
て露出した際に前記上下方向ガイド溝側に向かって反転するのを阻止する回転防止部が設
けられていることを特徴とする回転式電子部品。
【請求項２】
　請求項１に記載の回転式電子部品であって、
　前記回転防止部は、前記上下方向ガイド溝に挿入してその下部から露出した前記係合部
を回転する際の係合部の外周面に対向する回転体の内周面に、内側向きに突出する突出部
を設けることによって構成され、前記係合部が前記回転防止部を押圧しながら回転して乗
り越えることで前記係合部の前記上下方向ガイド溝側への反転を阻止することを特徴とす
る回転式電子部品。
【請求項３】
　請求項２に記載の回転式電子部品であって、
　内側に前記回転防止部を設けた前記回転体の側壁部に、半径方向外方に向かう弾性を持
たせたことを特徴とする回転式電子部品。
【請求項４】
　請求項３に記載の回転式電子部品であって、
　前記回転防止部は、前記上下方向ガイド溝側から前記終端付上下方向ガイド溝側に向か
って徐々にその突出高さを高くする形状に形成されていることを特徴とする回転式電子部
品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回転式電子部品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ケース上面に設けた筒状の軸受内に回動自在にシャフトを挿入し、このシャフト
をケース内部に収納した回転体に結合し、シャフトを回転することで回転体を一体に回転
してケース内に設置した回転式の検出手段（例えば回転式スイッチ）を操作すると共に、
シャフトを真下に押圧することでシャフトのみが下降して回転体の下部に設置した押圧式
の検出手段（例えば押圧式スイッチ）を操作する構造の回転式電子部品がある（例えば特
許文献１の図１や特許文献２の図２参照）。
【０００３】
　ここで特許文献１の構造の回転式電子部品においては、その図１，図２に示すように、
ケース（１０）の貫通孔（１１）に挿入したシャフト（３０）の先端側部分にワッシャ（
１００）を取り付けることによって、ケース（１０）に対してシャフト（３０）を所定距
離上下動自在に取り付けている。しかしながら特許文献１の構造では、ワッシャ（１００
）が必要となって部品点数が増加するばかりか、ワッシャ（１００）の取付作業が煩雑で
あった。
【０００４】
　これに対して特許文献２の構造の回転式電子部品は、その図１，図２に示すように、シ
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ャフト（１０）の外周に設けた係合部（１７）をシャフト軸支穴（４３）の内周に設けた
上下方向溝（４５）に挿入し、次にシャフト（１０）を回転して係合部（１７）を終端付
上下方向溝（４９）に至らせ、次にシャフト（１０）を上方向に移動することで回転型物
（３０）に対してシャフト（１０）を所定距離上下動自在に取り付けている。このように
構成すれば特許文献１のワッシャを取り付けなくてもシャフト（１０）が回転型物（３０
）から外れることはなく、部品点数を減少できるばかりか、組立作業も容易になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－２８８９３３号公報
【特許文献２】特開２００４－１７８９８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら特許文献２の構造の回転式電子部品においては、シャフト（１０）の上下
方向のストロークをそれほど長くすることができなかった。即ち引用文献２の場合、回転
型物（３０）に組み込んだシャフト（１０）を回転型物（３０）に対して下降した際に、
もしその下降寸法が長いと、係合部（１７）が終端付上下方向溝（４９）から下方向に完
全に抜け出てしまい、シャフト（１０）が回転型物（３０）から外れてしまう恐れがあっ
た。一方シャフト（１０）のストロークを大きくするのであれば前記終端付上下方向溝（
４９）の長さを長く取ればよい。しかしながらそうすると回転型物（３０）に対してシャ
フト（１０）が上方向に大きく引き出され、ストロークを大きくした寸法だけ電子部品の
高さ寸法が高くなってしまう。
【０００７】
　本発明は上述の点に鑑みてなされたものでありその目的は、高さを高くしなくても容易
にシャフトの押圧ストロークを長くすることができる回転式電子部品を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願請求項１に記載の発明は、ケースと、前記ケース内に回転自在に収納される回転体
と、下部が前記回転体に設けたシャフト軸支穴に取り付けられ上部が前記ケース上面から
突出するシャフトとを具備し、前記シャフト下部の外周に設けた係合部を、前記回転体の
シャフト軸支穴内周面の上下にわたって設けた上下方向ガイド溝にシャフト軸支穴の上部
から挿入してシャフト軸支穴の下部に露出させて所定角度回転し、さらに前記回転体のシ
ャフト軸支穴内周面に設けた終端付上下方向ガイド溝に前記係合部を上向きに挿入するこ
とによって、前記シャフトを回転体と一体に回転自在且つ回転体内で所定ストローク上下
動自在となるように取り付けてなる回転式電子部品において、前記回転体には、前記シャ
フトの係合部が前記終端付上下方向ガイド溝から下方に向けて露出した際に前記上下方向
ガイド溝側に向かって反転するのを阻止する回転防止部が設けられていることを特徴とす
る回転式電子部品にある。
【０００９】
　本願請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の回転式電子部品であって、前記回転防
止部は、前記上下方向ガイド溝に挿入してその下部から露出した前記係合部を回転する際
の係合部の外周面に対向する回転体の内周面に、内側向きに突出する突出部を設けること
によって構成され、前記係合部が前記回転防止部を押圧しながら回転して乗り越えること
で前記係合部の前記上下方向ガイド溝側への反転を阻止することを特徴とする回転式電子
部品にある。
【００１０】
　本願請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の回転式電子部品であって、内側に前記
回転防止部を設けた前記回転体の側壁部に、半径方向外方に向かう弾性を持たせたことを
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特徴とする回転式電子部品にある。
【００１１】
　本願請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の回転式電子部品であって、前記回転防
止部は、前記上下方向ガイド溝側から前記終端付上下方向ガイド溝側に向かって徐々にそ
の突出高さを高くする形状に形成されていることを特徴とする回転式電子部品にある。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１に記載の発明によれば、終端付上下方向ガイド溝の長さを長くすることなく（
即ち回転式電子部品の高さ寸法を高くすることなく）、容易にシャフトの押圧ストローク
を長くすることができる。
【００１３】
　請求項２に記載の発明によれば、シャフトと回転体間を、従来の取付方法と同一の容易
な取付方法によって結合することができる。
【００１４】
　請求項３に記載の発明によれば、回転体の側壁部に半径方向外方に向かう弾性を持たせ
たので、回転体へのシャフトの取り付けが容易且つスムースに行える。
【００１５】
　請求項４に記載の発明によれば、シャフトの回転体への取り付け（取り付ける際のシャ
フトの回転）が容易且つスムースに行える。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】回転式電子部品１の斜視図である。
【図２】回転式電子部品１の縦断面図（図１のＡ－Ａ断面図）である。
【図３】回転式電子部品１の分解斜視図である。
【図４】回転式電子部品１を下側から見た分解斜視図である。
【図５】回転体８０を下面側から見た斜視図である。
【図６】回転体８０の裏面図である。
【図７】回転体８０を軸部８３の根元近傍で水平に切断して上側から見た図である。
【図８】回転体８０の縦断面図（図３のＢ－Ｂ断面図）である。
【図９】シャフト１１０の側面図である。
【図１０】回転体８０へのシャフト１１０の取付方法説明図である。
【図１１】回転体８０－２の裏面図である。
【図１２】回転体８０－３を下面側から見た斜視図である。
【図１３】回転体８０－３の縦断面図である。
【図１４】回転体８０－３へのシャフト１１０－３の取付方法説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して詳細に説明する。
〔第１実施形態〕
　図１は本発明の第１実施形態に係る回転式電子部品１の斜視図、図２は回転式電子部品
１の縦断面図（図１のＡ－Ａ断面図）、図３は回転式電子部品１の分解斜視図、図４は回
転式電子部品１を下側から見た分解斜視図である。これらの図に示すように回転式電子部
品１は、下ケース１０の収納部１３内に、可動接点体５０と、反転体６０と、摺動子７０
及びシャフト１１０を取り付けた回転体８０とを収納し、その上にクリック板１４０を取
り付けた上ケ－ス１５０を取り付けて構成されている。なお以下の説明において、「上」
とは回転体８０からシャフト１１０を見る方向をいい、「下」とはその反対方向をいうも
のとする。
【００１８】
　下ケース１０は、上面が解放された略箱型矩形状に合成樹脂を成形してなる下ケース本
体１１と、下ケース本体１１の収納部１３の底面に露出するように設置される基板１５と
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、下ケース本体１１の対向する両側面から突出する３本と２本の端子１７，１９とを具備
して構成されている。
【００１９】
　基板１５は合成樹脂フイルムの上面に所望のパターンを形成して構成されるフレキシブ
ル回路基板であり、その上面中央には円形の第１スイッチパターン２１と第１スイッチパ
ターン２１の周囲を囲む第２スイッチパターン２３とからなる押圧式スイッチ用のスイッ
チパターンが形成され、また第２スイッチパターン２３の周囲を囲む位置にはリング状で
櫛歯状の回転式スイッチ用（コードスイッチ用）の第３スイッチパターン２５が形成され
ている。また基板１５の前記端子１７，１９を当接する部分には図示しない端子当接パタ
ーンが設けられている。
【００２０】
　下ケース本体１１はその上面中央に略矩形状の収納部１３を有している。下ケース本体
１１の外周壁上面の対向する一対の角部には、上方向に向かって突出する小突起からなる
係止突部２７が設けられている。また下ケース本体１１の外周壁上面の対向する一対の辺
の中央には、それぞれ係止凹部２９が設けられている。収納部１３の底面には前述のよう
に基板１５の上面が露出しているが、基板１５に設けた図示しない小孔を通して、基板１
５の上面側に、第２スイッチパターン２３の周囲を囲むようにリング形状のスイッチ収納
用突部３１が設けられている。
【００２１】
　端子１７，１９は、略平板状の金属板の一端を下ケース本体１１の内部において基板１
５に設けた前記図示しない端子当接パターンに当接して固定し、他端をケース本体１１の
外周壁から外方に突出して下方に折り曲げて設置されている。
【００２２】
　可動接点体５０は弾性金属板製（例えばリン青銅板やステンレス板）であり、リング状
の当接部５１と、当接部５１の中央に設置される可動接点部５３と、当接部５１の内周辺
と可動接点部５３の外周辺とを連結するアーム状の連結部５５とを具備している。連結部
５５は当接部５１に連結されている部分を折り曲げることで上向きに傾斜しており、これ
によって可動接点部５３を当接部５１よりも上方に位置させている。当接部５１の外形寸
法は、前記下ケース１０のスイッチ収納用突部３１の内側にほぼぴったり収納できる寸法
に形成されている。
【００２３】
　反転体６０は絶縁性のゴム状弾性材料を略円錐状に形成して構成されており、下面には
凹部６１が形成されている。反転体６０の中央には略円柱状の押圧部６３が設けられ、押
圧部６３の下面には小突起状の接点押部６５が形成されている。
【００２４】
　摺動子７０は弾性金属板をリング状に形成して構成されており、等間隔の３か所に摺動
冊子７１を形成し、各摺動冊子７１の根元位置に小孔からなる取付部７３を設けている。
【００２５】
　図５は回転体８０を下面側から見た斜視図、図６は回転体８０の裏面図、図７は回転体
８０をその軸部８３の根元近傍部分で水平方向に切断して上側から見た図、図８は回転体
８０の縦断面図（図３のＢ－Ｂ断面図）である。なお図６に示す矢印の方向Ａ１を回転方
向（正転方向）、その反対方向を反転方向（逆転方向）ということとする。これらの図に
示すように、回転体８０は合成樹脂（例えばＰＯＭ樹脂等）を略円板状に形成してなる回
転体本体部８１の上面中央から略筒状の軸部８３を突出して構成されている。軸部８３の
中央にはこれを貫通するシャフト軸支穴８５が形成されている。
【００２６】
　シャフト軸支穴８５の下部（テーパ状に広がり始める部分から下端までの部分）はシャ
フト軸支穴８５の内径よりも大きい内径の反転体収納部８７になっている。回転体８０の
シャフト軸支穴８５の内周面の１８０°対向する位置には、この内周面の上下にわたって
直線状に延びる（シャフト軸支穴８５の上下端に解放される）横断面略矩形状の一対の上
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下方向ガイド溝８９が形成されている。また上下方向ガイド溝８９から９０°回転した位
置には、下端が解放され且つ上端が塞がれた状態（シャフト軸支穴８５の下端には解放さ
れるが上端には解放されない状態）の上下方向に直線状に延びる横断面略矩形状の一対の
終端付上下方向ガイド溝９１が形成されている。シャフト軸支穴８５の下部（反転体収納
部８７に面している部分）の、上記各上下方向ガイド溝８９から回転方向Ａ１に向けて終
端付上下方向ガイド溝９１に至る部分は、係合部通過部９３となっている。シャフト軸支
穴８５の下部の、一対の終端付上下方向ガイド溝９１の前記係合部通過部９３を設けた反
対側には一対のストッパ部９５が設けられている。ストッパ部９５の下面９５ａの位置は
係合部通過部９３を設けた部分の下面９３ａの位置よりも下方向に向かって高くなってい
る。またストッパ部９５の終端付上下方向ガイド溝９１側の側面がストッパ面９７となっ
ている。
【００２７】
　回転体８０のシャフト軸支穴８５の下部の前記係合部通過部９３を構成する部分の内周
面には、内側向きに突出する突出部からなる回転防止部１００が設けられている。回転防
止部１００は、その内周面１０１が、上下方向ガイド溝８９側から終端付上下方向ガイド
溝９１側に向かって徐々に滑らかにその突出高さを高くする形状に形成されている。これ
によって回転防止部１００の終端付上下方向ガイド溝９１に接する部分には直線状に上下
方向に向かう段差部が生じる。この段差部の部分を回転防止辺１０３という。回転防止辺
１０３はストッパ部９５の下面９５ａよりも下方向にまで延びている。
【００２８】
　また軸部８３を構成する側壁部８３１の外周面の１８０°対向する位置には一対の凹部
８３３が設けられ、これによって凹部８３３を設けた側壁部８３１の部分の厚みを薄くし
、この部分に半径方向外方に向かう弾性を持たせている。凹部８３３は、図７に示すよう
に、内側に回転防止部１００を設けた側壁部８３１の外周面に形成されている。
【００２９】
　回転体本体部８１のリング状の下面は摺動子取付面１０５となっており、この摺動子取
付面１０５には３つの小突起からなる摺動子取付部１０７が設けられている。回転体本体
部８１のリング状の上面には多数の凹凸からなるクリック部１０９が設けられている。
【００３０】
　図９はシャフト１１０の側面図である。シャフト１１０は合成樹脂（例えばポリカーボ
ネート樹脂）を略円柱状に成形することで構成されており、その上部のシャフト本体部１
１１には側面の一部が切り欠かれた操作つまみ取付部１１２が形成されている。シャフト
１１０の下部にはシャフト本体部１１１よりもその外径寸法の小さい回転体挿入部１１３
が設けられており、その下端部はスイッチ押圧部１１５となっている。回転体挿入部１１
３の外周面の下部には、１８０°対向する位置から突出する略矩形状の小突起からなる一
対の係合部１１７が設けられている。前記回転体挿入部１１３と係合部１１７は前記回転
体８０のシャフト軸支穴８５にその上部から略ぴったり挿入できる寸法に形成されている
。その際係合部１１７は上下方向ガイド溝８９に挿入される。
【００３１】
　クリック板１４０は弾性金属板をリング状に形成して構成されており、１８０°対向す
る位置の外周から矩形状の一対の取付部１４１を突出し、各取付部１４１内に形成した舌
片状の係止片１４３を上方向に折り曲げて構成されている。両取付部１４１の間の円弧状
の部分はアーム部１４５であり、その両端の部分を折り曲げて下方向に傾斜させ、それら
の中央部分を下方向に突出する弾接部１４７としている。
【００３２】
　上ケ－ス１５０は金属板を略矩形状に形成して構成されており、その中央には上方向に
筒状に突出する回転体軸支部１５１を設け、また対向する一対の辺から下方向に向けて取
付片１５３と、他部材取付片１５５とを突出して構成されている。上ケース１５０の外形
寸法形状は、下ケース１０の外形寸法形状とほぼ同じであり、下ケース１０の各係止突部
２７に対向する位置にはこれらを挿入する小孔からなる下ケース取付部１５７が設けられ



(7) JP 2012-243631 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

、前記クリック板１４０の各係止片１４３に対向する位置にはこれらを圧入する小孔から
なる係止片取付部１５９が設けられている。
【００３３】
　次に回転式電子部品１の組立方法を説明する。まず予め回転体８０の摺動子取付面１０
５に摺動子７０を当接し、その際回転体８０の各摺動子取付部１０７を摺動子７０の各取
付部７３に挿入し、各摺動子取付部１０７の先端を熱カシメする。一方、上ケース１５０
の下面にクリック板１４０の上面を当接することでクリック板１４０の一対の係止片１４
３を上ケース１５０の一対の係止片取付部１５９に圧入して仮り止めしておく。
【００３４】
　そして回転体８０のシャフト軸支穴８５にその上部からシャフト１１０の回転体挿入部
１１３を挿入する。なお図３，図４に示すシャフト１１０は、シャフト１１０を完全に回
転体８０に取り付けた後の状態を示しているので、シャフト１１０の係合部１１７の方向
と回転体８０の上下方向ガイド溝８９の方向が一致していないが、挿入の際は図３，図４
に示すシャフト１１０又は回転体８０の何れかを９０°回転した状態にする。つまりシャ
フト１１０の一対の係合部１１７が回転体８０の一対の上下方向ガイド溝８９に係合しな
がら挿入される。図１０は回転体８０にシャフト１１０を取り付ける取付方法説明図であ
り、回転体８０にシャフト１１０を完全に取り付けた後の状態を示している。但し図示の
都合上、摺動子７０の記載は省略している。前述のように回転体８０のシャフト軸支穴８
５にシャフト１１０の回転体挿入部１１３を挿入すると、シャフト１１０の一対の係合部
１１７が回転体８０の一対の上下方向ガイド溝８９に挿入されてこれを貫通し（図１０に
示すＥ地点）その全体が露出する。なおシャフト１１０のシャフト本体部１１１の下面を
回転体８０の軸部８３の上面に当接した際（つまり回転体挿入部１１３を回転体８０に対
して最も下降させた際）、係合部１１７の上面は回転体８０の係合部通過部９３の部分の
下面９３ａよりも下に位置し、且つストッパ部９５の下面９５ａよりも上に位置する。従
って係合部１１７はストッパ部９５側に移動することはない。次にＥ地点にある係合部１
１７を図１０に示す矢印Ａ１方向に回転して係合部通過部９３を通過させて終端付上下方
向ガイド溝９１の真下位置（Ｆ地点）に至らせる。係合部１１７の移動は、係合部１１７
がもう一つのストッパ部９５に当接することで、前記Ｆ地点に確実に停止する。
【００３５】
　なお係合部１１７が係合部通過部９３を通過する際、係合部１１７の外周面が回転体８
０の内周面に設けた回転防止部１００に当接しその表面上を摺動する。回転防止部１００
は係合部１１７が終端付上下方向ガイド溝９１に向かって回転すればするほど徐々にその
突出高さを高くするので、回転体８０はその外径（特にその軸部８３の外径）が大きくな
る方向に徐々に弾性変形していく。なお上述のようにこの回転体８０においては、軸部８
３の側壁部８３１の回転防止部１００を設けたその外周面に凹部８３３を設け、これによ
って凹部８３３を設けた部分の側壁部８３１の厚みを薄くしたので、この側壁部８３１に
半径方向外方に向かう弾性を持たせることができ、前記弾性変形を容易且つスムースに行
わせることができる。また回転体８０の材質をシャフト１１０の材質よりも柔らかい材質
で構成しておけば（例えばシャフト１１０をポリカーボネート樹脂、回転体８０をＰＯＭ
樹脂）、さらに容易に回転体８０に弾性を持たせることができる。そして係合部１１７全
体が回転防止部１００（回転防止辺１０３）を通過すれば、係合部１１７が終端付上下方
向ガイド溝９１の真下位置（Ｆ地点）に位置すると同時に、回転体８０（特にその軸部８
３）の弾性変形は解除されて元の形状に戻る。つまりいわゆるスナップイン係合によって
係合部１１７はＦ地点に至る。そして回転体８０に対してシャフト１１０を上昇させれば
、図１０に示すように係合部１１７は終端付上下方向ガイド溝９１内に上下動自在に挿入
される。そして図１０に示す状態において、回転体８０に対してシャフト１１０を最も下
降させた際、係合部１１７は終端付上下方向ガイド溝９１の下方に露出する。つまり係合
部１１７の上面が回転体８０の係合部通過部９３の下面９３ａよりも下に位置する。この
とき係合部１１７の係合部通過部９３側には回転防止部１００が設置されているので、係
合部１１７が係合部通過部９３側に反転（矢印Ａ１方向の逆方向に移動）することはない
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。
【００３６】
　次に下ケース１０のスイッチ収納用突部３１内に可動接点体５０と反転体６０とを収納
する。このとき可動接点体５０の当接部５１の下面は第２スイッチパターン２３に当接す
る。
【００３７】
　そして前記クリック板１４０を取り付けた上ケース１５０の下面側に、前記摺動子７０
とシャフト１１０とを取り付けた回転体８０を設置し、その際シャフト１１０をクリック
板１４０の中央を通して上ケース１５０の回転体軸支部１５１に挿入する。次に前記摺動
子７０を取り付けた回転体８０の下側に、前記可動接点体５０と反転体６０を取り付けた
下ケース１０を配置し、下ケース１０の上面に上ケース１５０の下面を当接する。このと
き下ケース１０の各係止突部２７を上ケース１５０の各下ケース取付部１５７に挿入して
位置決めすると同時に、下ケース１０の各係止凹部２９にクリック板１４０の各取付部１
４１を挿入して位置決めする。そして上ケース１５０の各取付片１５３を下ケース１０の
底面側に折り曲げれば、回転式電子部品１の組み立てが完了する。なお上記組立手順はそ
の一例であり、他の各種異なる組立手順を用いて組み立てても良いことはいうまでもない
。
【００３８】
　以上のように回転式電子部品１は、上下ケース１５０，１０と、上下ケース１５０，１
０内に回転自在に収納される回転体８０と、下部が回転体８０に設けたシャフト軸支穴８
５に取り付けられ上部が上ケース１５０上面から突出するシャフト１１０とを具備し、前
記シャフト１１０下部の外周に設けた係合部１１７を、前記シャフト軸支穴８５の内周面
の上下にわたって設けた上下方向ガイド溝８９にシャフト軸支穴８５の上部から挿入して
シャフト軸支穴８５の下部に露出させて所定角度回転し、さらに前記回転体８０のシャフ
ト軸支穴８５内周面に設けた終端付上下方向ガイド溝９１に前記係合部１１７を上向きに
挿入することによって、前記シャフト１１０を回転体８０と一体に回転自在且つ回転体８
０内で所定ストローク上下動自在となるように取り付けて構成されている。
【００３９】
　そしてシャフト１１０を回転すれば、係合部１１７と終端付上下方向ガイド溝９１が係
合しているので、回転体８０もシャフト１１０と共に回転し、摺動子７０の摺動冊子７１
が基板１５の第３スイッチパターン２５上を摺動し、回転式スイッチのオンオフ出力が各
端子１７に出力される。ここで摺動子７０と第３スイッチパターン２５が検出手段（第１
検出手段）を構成する。
【００４０】
　一方シャフト１１０を真下に向けて押圧すれば、反転体６０の押圧部６３がシャフト１
００のスイッチ押圧部１１５によって押圧されてクリック感覚を生じながら下降し、その
下面の接点押部６５が可動接点体５０の可動接点部５３を押圧してこれを下降し、可動接
点部５３の下面が基板１５の第１スイッチパターン２１に当接し、これによって第１，第
２スイッチパターン２１，２３間を導通し、押圧式スイッチのオン状態が端子１９に出力
される。前記シャフト１１０への押圧を解除すれば、可動接点部５３と反転体６０の元の
形状に戻ろうとする弾発力によって、それぞれが元の形状に自動復帰力し、シャフト１１
０は元の位置まで押し上げられ、同時に前記押圧式スイッチがオフする。ここで反転体６
０と可動接点体５０と第１，第２スイッチパターン２１，２３が検出手段（第２検出手段
）を構成する。
【００４１】
　そしてこの回転式電子部品１の場合、シャフト１１０の上下方向へのストロークを長く
構成しているので、シャフト１１０を最も下まで（即ちシャフト本体部１１１の下面が軸
部８３の上面に当接するまで）下降させた際、図１０に示すシャフト１１０の係合部１１
７は終端付上下方向ガイド溝９１の下方に露出する（つまり係合部１１７の上面が回転体
８０の係合部通過部９３の下面９３ａよりも下に位置し、且つストッパ部９５の下面９５
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ａよりも上に位置する）。このとき前述のように、係合部１１７の係合部通過部９３側に
は回転防止部１００が設置されているので、係合部１１７が係合部通過部９３側に反転（
矢印Ａ１方向の逆方向に移動）することはない。
【００４２】
　言い換えれば、シャフト１１０の係合部１１７が終端付上下方向ガイド溝９１から下方
に向けて露出した際に上下方向ガイド溝８９側に向かって反転するのを阻止する回転防止
部１００を設けたので、終端付上下方向ガイド溝９１の長さを長くすることなく（即ち回
転式電子部品の高さ寸法を高くすることなく）、容易且つ確実にシャフト１１０の押圧ス
トロークを長くすることができる。
【００４３】
　また回転防止部１００は、上下方向ガイド溝８９に挿入してその下部から露出した係合
部１１７を回転する際の係合部１１７の外周面に対向する回転体８０の内周面に、内側向
きに突出する突出部を設けることによって構成され、係合部１１７が回転防止部１００を
押圧しながら回転して乗り越えることで係合部１１７の上下方向ガイド溝８９側への反転
を阻止しているので、シャフト１１０と回転体８０間を、従来の取付方法と同一の容易な
取付方法によって結合させることができる。特に回転防止部１００は、上下方向ガイド溝
８９側から終端付上下方向ガイド溝９１側に向かって徐々にその突出高さを高くする形状
なので、シャフト１１０の回転体８０への取り付け（取り付ける際のシャフト１１０の回
転）が容易且つスムースに行える。
【００４４】
〔第２実施形態〕
　図１１は本発明の第２実施形態に用いる回転体８０－２の裏面図である。回転体８０―
２以外の各部品は第１実施形態と同一なので、それらの説明は省略する。また図１１に示
す回転体８０－２において、前記回転体８０と同一部分には同一符号（但し「－２」を追
記する）を付す。なお以下で説明する事項以外の事項は、前記回転体８０において説明し
たのと同一である。
【００４５】
　回転体８０－２において前記回転体８０と相異する点は、一対のストッパ部９５を設け
ず、これらの部分に係合部通過部９３－２及び回転防止部１００－２を設けた点である。
つまり回転防止部１００－２は４か所に設けられている。言い換えれば上下方向ガイド溝
８９－２の両側からそれぞれ別の終端付上下方向ガイド溝９１－２に向けて係合部通過部
９３－２及び回転防止部１００－２を設けている。回転防止部１００－２の回転防止辺１
０３－２は何れも終端付上下方向ガイド溝９１－２の両側に位置する。
【００４６】
　以上のように構成した回転体８０－２を用いれば、回転体８０－２のシャフト軸支穴８
５－２に図示しないシャフト１１０―２を挿入して図示しない係合部１１７－２を上下方
向ガイド溝８９－２から露出させた後、何れの回転方向に向けて回転しても、スナップイ
ン係合によってその係合部１１７－２を終端付上下方向ガイド溝９１－２に挿入させるこ
とができる。そしてこの係合部１１７－２を終端付上下方向ガイド溝９１－２から露出さ
せても、終端付上下方向ガイド溝９１－２の両側の回転防止部１００－２（回転防止辺１
０３－２）が係合部１１７－２をガイドし、係合部１１７―２が係合部通過部９３－２側
に移動することはない。これによって終端付上下方向ガイド溝９１－２の長さを長くする
ことなく（即ち回転式電子部品１－２の高さ寸法を高くすることなく）、容易且つ確実に
シャフト１１０－２の押圧ストロークを長くすることができる。またシャフト１１０－２
と回転体８０－２間を、従来の取付方法と同一の容易な取付方法によって結合させること
ができる点も、上記回転式電子部品１の場合と同様である。
【００４７】
〔第３実施形態〕
　図１２は本発明の第３実施形態に用いる回転体８０－３を下面側から見た斜視図、図１
３は回転体８０－３の縦断面図である。また図１４は回転体８０－３にシャフト１１０－
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３を取り付ける取付方法説明図であり、回転体８０－３にシャフト１１０－３を完全に取
り付けた後の状態を示している。但し図示の都合上、摺動子の記載は省略している。回転
体８０―３以外の各部品は第１実施形態と同一なので、それらの説明は省略する。またこ
れらの図に示す回転体８０－３において、前記回転体８０と同一部分には同一符号（但し
「－３」を追記する）を付す。なお以下で説明する事項以外の事項は、前記回転体８０に
おいて説明したのと同一である。
【００４８】
　なお図１２に示す回転体８０－３においては、終端付上下方向ガイド溝９１－３（又は
上下方向ガイド溝８９－３）の両側に設けられたストッパ部９５－３及び係止部通過部９
３－３の位置を、図５に示すストッパ部９５及び係止部通過部９３の位置と反対位置とし
ている。従って上下方向ガイド溝８９－３に挿入したシャフト１１０－３の係合部１１７
－３を終端付上下方向ガイド溝９１－３に向けて回転する回転方向Ａ１－３は、図５の逆
方向になる。
【００４９】
　回転体８０－３において前記回転体８０と相異する点は、回転防止部１００－３の位置
及び形状である。すなわち回転体８０の場合は係止部通過部９３を構成する部分の内周面
に回転防止部１００を設けたが、回転体８０－３の場合は係止部通過部９３－３を構成す
る部分の下面９３ａ－３に回転防止部１００－３を設けている。回転防止部１００－３は
、下面９３ａ－３から下方向に向けて突出する小突起によって構成されており、下面９３
ａ－３の終端付上下方向ガイド溝９１－３側の辺の中央に設けられている。回転防止部１
００－３の終端付上下方向ガイド溝９１－３側を向く面は、図１３に示すように、終端付
上下方向ガイド溝９１－３の内側面と同一の面となるように、上下方向に垂直な平面状に
形成されており、その反対側の面は斜面状に形成されている。
【００５０】
　以上のように構成された回転体８０－３のシャフト軸支穴８５－３にその上部からシャ
フト１１０－３の回転体挿入部１１３－３を挿入する。このときシャフト１１０－３の一
対の係合部１１７－３が回転体８０－３の一対の上下方向ガイド溝８９－３に係合しなが
ら挿入されてこれを貫通し（図１４に示すＥ－３地点）その全体が露出する。なおシャフ
ト１１０－３のシャフト本体部１１１－３の下面を回転体８０－３の軸部８３－３の上面
に当接した際（つまり回転体挿入部１１３－３を回転体８０－３に対して最も下降させた
際）、係合部１１７－３の上面は回転体８０－３の係合部通過部９３－３の部分の下面９
３－３ａよりも下に位置し、且つストッパ部９５－３の下面９５－３ａよりも上に位置す
る。従って係合部１１７－３はストッパ部９５－３側に移動することはない。次にＥ－３
地点にある係合部１１７－３を図１４に示す矢印Ａ１－３方向に回転して係合部通過部９
３－３を通過させて終端付上下方向ガイド溝９１－３の真下位置（Ｆ－３地点）に至らせ
る。係合部１１７－３の移動は、係合部１１７－３がもう一つのストッパ部９５－３に当
接することで、前記Ｆ－３地点に確実に停止する。
【００５１】
　なお係合部１１７－３が係合部通過部９３－３を通過する際、係合部１１７－３の上面
が回転防止部１００－３に当接しこの回転防止部１００－３を押圧しながら摺動する。こ
のとき回転防止部１００－３は上方向に押圧され、同時に係合部１１７－３は下方向に押
圧され、その後係合部１１７－３全体が回転防止部１００－３を通過すれば、係合部１１
７－３が終端付上下方向ガイド溝９１－３の真下位置（Ｆ－３地点）に位置すると同時に
、回転防止部１００－３の押圧は解除される。つまりいわゆるスナップイン係合によって
係合部１１７－３はＦ－３地点に至る。そして回転体８０－３に対してシャフト１１０－
３を上昇させれば、図１４に示すように係合部１１７－３は終端付上下方向ガイド溝９１
－３内に上下動自在に挿入される。そして図１４に示す状態において、回転体８０－３に
対してシャフト１１０－３を下降させた際、回転体８０－３の係合部１１７－３は終端付
上下方向ガイド溝９１－３の下方に露出する。つまり係合部１１７－３の上面が回転体８
０－３の係合部通過部９３－３の下面９３－３ａよりも下に位置する。このとき係合部１



(11) JP 2012-243631 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

１７－３の係合部通過部９３－３側には回転防止部１００－３が設置されているので、係
合部１１７－３が係合部通過部９３－３側に反転（矢印Ａ１－３方向の逆方向）すること
はない。
【００５２】
　なおこの回転体８０－３においては、上述のように、終端付上下方向ガイド溝９１－３
（又は上下方向ガイド溝８９－３）の両側に設けたストッパ部９５－３及び係止部通過部
９３－３の位置を、図５に示すストッパ部９５及び係止部通過部９３の位置と反対位置と
したが、同一位置に変更しても良い。このように構成すれば、上下方向ガイド溝８９－３
に挿入したシャフト１１０－３の係合部１１７－３を終端付上下方向ガイド溝９１－３に
向けて回転する回転方向は、図５と同一方向になる。
【００５３】
　以上本発明の実施形態を説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく
、特許請求の範囲、及び明細書と図面に記載された技術的思想の範囲内において種々の変
形が可能である。なお直接明細書及び図面に記載がない何れの形状や構造や材質であって
も、本願発明の作用・効果を奏する以上、本願発明の技術的思想の範囲内である。例えば
、上記実施形態では一対の係合部に対応して一対の回転防止部を設けたが、一方の係合部
のみに対応する１つの回転防止部のみを設けても良い（即ちもう一方の係合部に対しては
回転防止部を設けない）。また係合部を一対ではなく、１つのみ設けても良く、その場合
も回転防止部は１つ設置することになる。また必要に応じて、係合部や回転防止部を３か
所以上に設けても良い。また回転防止部の形状・構造に種々の変形が可能であることは言
うまでもなく、要はシャフトの係合部が終端付上下方向ガイド溝から下方に向けて露出し
た際に上下方向ガイド溝側に向かって反転するのを阻止することができる形状・構造であ
ればどのような形状・構造であっても良い。例えば上記回転防止部１００は、その内周面
が上下方向ガイド溝８９側から終端付上下方向ガイド溝９１側に向かって徐々に滑らかに
その突出高さを高くする形状に形成されているが、徐々に階段状にその突出高さを高くす
る形状に形成しても良い。また上記実施形態では、シャフトの係合部が上下方向ガイド溝
から終端付上下方向ガイド溝まで回転するシャフトの回転体に対する回転角度を９０°と
しているが、上下方向ガイド溝と終端付上下方向ガイド溝の回転方向に向かう相対位置を
変更することで、この回転角度を９０°以外の任意の角度にすることもできる。
【００５４】
　また上記回転式電子部品１では、摺動子７０と第３スイッチパターン２５によって第１
検出手段を構成し、反転体６０と可動接点体５０と第１，第２スイッチパターン２１，２
３によって第２検出手段を構成したが、何れも他の各種構造のスイッチであっても良い。
また検出手段はスイッチに限らず、可変抵抗器等の他の各種検出手段でも良い。要は検出
手段は、回転体又はシャフトを操作することで所望の電気的出力、磁気的出力、光学的出
力等の各種出力が得られるのもであればよい。
【符号の説明】
【００５５】
　　１　回転式電子部品
　　１０　下ケース（ケース）
　　１５　基板
　　１７，１９　端子
　　２１　第１スイッチパターン（第２検出手段、検出手段）
　　２３　第２スイッチパターン（第２検出手段、検出手段）
　　２５　第３スイッチパターン（第１検出手段、検出手段）
　　５０　可動接点体（第２検出手段、検出手段）
　　６０　反転体（第２検出手段、検出手段）
　　７０　摺動子（第１検出手段、検出手段）
　　８０　回転体
　　８１　回転体本体部
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　　８３　軸部
　　８３１　側壁部
　　８３３　凹部
　　８５　シャフト軸支穴
　　８７　反転体収納部
　　８９　上下方向ガイド溝
　　９１　終端付上下方向ガイド溝
　　９３　係合部通過部
　　９５　ストッパ部
　　１００　回転防止部
　　１０１　内周面
　　１１０　シャフト
　　１１１　シャフト本体部
　　１１３　回転体挿入部
　　１１５　スイッチ押圧部
　　１１７　係合部
　　１４０　クリック板
　　１５０　上ケ－ス（ケース）
　　８０－２　回転体
　　８０－３　回転体
　　１００－３　回転防止部

【図１】 【図２】
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